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近 畿 支 部 で は 支 部 大 会 や 教 育 セ ミ ナ ー を 通 し て 多 職 種 と の 研 鑽

を 行 っ て い ま す 。 現 在 は 各 県 で 順 次 開 催 さ れ る 近 畿 支 部 大 会 に 合

わ せ 、 前 年 の 夏 と 支 部 年 次 大 会 前 日 に 教 育 セ ミ ナ ー を 開 催 し て い

ま す 。  

冬 季 教 育 セ ミ ナ ー は 2020 年 2 月 1 日 に 京 都 大 学 杉 浦 地 域 医 療 研

究 セ ン タ ー に お い て 、 久 保 田 千 代 美 （ ア ド ラ ー 心 理 学 を 学 ぶ 寧 楽

の 会 」 代 表 ） さ ん に 「 援 助 職 の た め の ア ド ラ ー 心 理 学 」 に つ い て

38 名 の 参 加 者 と 4 時 間 の 講 義 と グ ル ー プ ワ ー ク を 行 っ て お り ま す 。  

翌 日 の 2 月 2 日 に は 第 26 回 死 の 臨 床 研 究 会 近 畿 支 部 年 次 大 会 ・

京 都 （ 大 会 長 ： 吉 岡 亮 、 大 津 裕 佳  三 菱 京 都 病 院 ） を 京 都 大 学 百

周 年 時 計 台 記 念 館 ・ 国 際 交 流 ホ ー ル に お い て 「 令 和 時 代 の 高 齢 者

と 死 の 臨 床 」 を テ ー マ と し て 開 催 し て お り ま す 。  

清 水 政 克 さ ん ( 清 水 メ デ ィ カ ル ク リ ニ ッ ク ) に 基 調 講 演 と し て

「 こ れ か ら の 在 宅 医 療 と ま ち づ く り 」 と し て 、 地 域 の 課 題 や こ れ

か ら の 取 り 組 み 等 に つ い て 、 教 育 講 演 で は 、 西 山 み ど り さ ん （ 有

馬 温 泉 病 院 ） に 「 認 知 症 高 齢 者 の 意 思 決 定 支 援 ～ よ り 良 く 逝 く こ

と を 支 え る た め に ～ 」 と し て 、 認 知 症 患 者 の 支 援 に つ い て お 話 頂

い て お り ま す 。  

午 後 か ら の シ ン ポ ジ ウ ム で は 、 「 さ ま ざ ま な 場 所 で の 看 取 り 」

を テ ー マ に 、 大 嶋 健 三 郎 さ ん （ あ そ か ビ ハ ー ラ 病 院 ）、 足 立 千 恵

子 さ ん （ 訪 問 看 護 ST ワ ト レ イ ） 小 椋 奈 津 子 さ ん （ 京 都 大 学 病 院 地

域 医 療 NW 部 ）、 臼 井 啓 子 さ ん （ 合 同 会 社 オ フ ィ ス K ） に そ れ ぞ れ

の 立 場 で 現 在 の 支 援 や 課 題 等 を お 話 頂 き 、 後 半 の 総 合 討 論 で は こ

れ か ら の 課 題 や 取 り 組 み 等 に つ い て フ ロ ア の 参 加 者 も 交 え て 議 論

し 、 様 々 な ご 意 見 を 頂 き 、 95 名 の 参 加 者 と 学 び を 深 め て お り ま す 。  

次 回 の 第 27 回 近 畿 支 部 年 次 大 会 は 大 会 長 を 関 本 雅 子 さ ん と 久 保

山 千 鶴 さ ん （ 関 本 ク リ ニ ッ ク ） に お 願 い し 、 2021 年 2 月 7 日 日 曜

日 に 兵 庫 県 民 会 館 け ん み ん ホ ー ル に て 開 催 さ れ ま す 。 テ ー マ は

「 安 楽 な 死 に つ い て 考 え る 」 を 予 定 し て お り ま す 。  

近 畿 支 部 夏 季 教 育 セ ミ ナ ー は 8 ～ 9 月 頃 、 冬 季 教 育 セ ミ ナ ー は

2 月 6 日 土 曜 日 に い ず れ も 神 戸 市 で 開 催 を 予 定 し て お り ま す 。  


